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クラスタリングに関する研究が行われている [5，6， 7， 8， 9， 10， 11， 12]. 
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al， a2ぃ..， b1， b2ぃ.とする.
INDEX(A) = index(A) + ~:=lindex(bi) 

















スタヘッドに選択されることが予想できる.一方INDEX比較を行った場合， INDEX(3) = 



































































ノードAの位置，速度を (Xl，Yl)， (Vl， Bd，ノードBの位置，速度を (X2，Y2)， (V2， B2)と
し，お互いの通信半径をRとする.
t 一一(ab+cd) + f(れc2)R2ー (αd-bC)2 





α= V1 cos(h -V2cosB2 ， b = X1 -X2 











stability( cb C2) = min(tA'Cl' tω2 ，九2，B) (2.6) 
stabilitvは両クラスタヘッド聞を結ぶ三つのリンクのうち最も寿命の短いリンクのリンク寿
命を表している.ゲートウェイ候補をノ}ドh，hとノードjbhとすると， stability(h， i2)， 
stability(U， h)を比較し，健の大きな方がゲ}トウェイに選択される.図 2.8の場合，
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ノード数 30 ~ 120 
通信半径R 100m 

















本シミュレーションでは， Random Waypoint Mobility Model [14]を採用する.
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シミュレーションエリア 2500 m x 2500 m 
シミュレーション時間 300sec 

















































































140 120 1∞ 80 60 40 







































































:al制。a E 1400 
(1)>、 12∞











140 120 100 80 60 40 
図 3.9: トラフィック特性，平均ホップ数特性
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Hmin ~ l ~ Hmax 
となる.宛先端末からの偏角を0とし，推奨範囲内にあり自端末より宛先端末に近い端末
の中で
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hoplength = L hoplength = 2L 
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• Note PC : DynaBook 88 PA-D860P /N8M 6台
・無線LANカード:Cisco AIR.四PCM350k6枚
• 08 : Vine Linux 2.4.18 
• Kernel AODV v2.0.1 
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ジには， RRM(Relay Reques七Message)，RAM (Relay Answer Message)) とERM(Error
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